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係長主査主任育成担当者としての基盤づくり・経験学習を

軸とした成長の促進の支援
新規採用職員育成担当者研修

インターバル研修

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

講座料

時 間

資 料

前期

半日研修 160,000～200,000円(税別）

9:00～12:00 または13：00～16：00
※ご相談に応じます。 
テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

　本研修は、新採職員の育成担当職員を対象とし、新採職員が配
属される前または配属間もない時期に受講いただくことを想定
した研修です。新採職員は主に新卒者を想定しており、社会人経
験者でも 20 代の若手職員の育成担当者である職員向けの構成
です。
　職場を代表して日常的に新採職員とコミュニケーションを取り
ながら、成長を支援する育成担当者の位置付けについて、これま
での経験等を振り返りながら整理します。その上で、育成担当者
に求められる仕事観や育成観について考え、新採職員へ接する態
度を改めて確認します。

研修のねらい
■ 育成担当者に必要な態度・知識・能力の要点を理

解している状態をめざします。
■ 育成担当者として、効果的な指導法の基本につ

いて学習します。

半 日コ ー ス

(1) 育成者の役割
１． 育成者に求められるもの

(1) 仕事のマネジメント
(2) 仕事のコミュニケーション

2． 効果的な指導法

講座料

時 間

資 料

後期

半日研修 160,000～200,000円(税別）

9:00～12:00 または13：00～16：00
※ご相談に応じます。 
テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

　本研修は、新採職員の育成担当職員を対象とし、新採職員のフ
ォローアップ研修を実施される時期に受講いただくことを想定し
た研修です。新採職員は主に新卒者を想定しており、社会人経験
者でも20代の若手職員の育成担当者である職員向けの構成で
す。
　本研修は、新採職員が具体的な経験を成長につなげられるよ
う、また、成長実感を新採職員自らが満たせるように、経験学習
モデルの実践を支援できることに特化した内容です。それを地方
自治体の職員がより理解できるよう、ケーススタディを取り入れ
たプログラムとなっています。

研修のねらい
■ 経験学習の概念を理解し、必要性と実効性を体

感している状態をめざします。
■ 新採職員との関わり方における改善点をイメー

ジができている状態をめざします。

◇ 演習「 育成者に求められること 」 ◇

(2) 好ましい育成／好ましくない育成

◇ 演習「 経験を振り返る 」 ◇

(1) 協力体制の整備
3． 育成環境の設計

◇ 演習「  役割分担の検討 」 ◇

(2) 職場環境の整備

◇ 演習「 必要要素の検討 」 ◇

(3) 育成者に求められる仕事観／育成観

◇ 演習「 持つべき育成観 」 ◇

(3) フィードバックの基本

◇ 演習「 フィードバックの留意点 」 ◇

◇ 演習「 よくある問題 」 ◇

◎ オリエンテーション

◎ まとめ

半 日コ ー ス

(1) 経験学習とは
１． 成長を促進する経験学習

(1) 内省の量と質を高める
2． 経験学習を支援する

◇ 演習「 指導対象者の成長と課題 」 ◇

(2) 経験から学ぶ力を育む

(2) 成長の機会を広げる

◇ 演習「 成長の機会を広げる関わり方 」 ◇

(3) 仕事の意義を見いだす

◇ 演習「 仕事の意義を見いだす関わり方 」 ◇

◇ 演習「 内省の促進 」 ◇

◇ 演習「 ポジティブ・フィードバック  」 ◇

◎ オリエンテーション

◎ まとめ

講座料

時 間

資 料
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1日研修160,000～200,000円(税別）　2日研修 320,000～400,000円(税別） 

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

　本格的な地方分権化時代を迎えるこれからの地方自治体において、管理者の役割を担う職員は、今までにも増して組織変

革や事業変革を積極的に推進し、職員のモチベーションや執務能力を高め、効率的行政運営を図る必要があります。

　変化の時代における管理者に期待されることは、メンバーに仕事のやり方を教えたり、仕事の進捗管理を行ったりすること

ではありません。最も重要なのは、方向性を明確に示し、メンバーに対して、真に自発的な行動を促しつつ、周囲も巻き込みな

がら、職場変革を推進していくことです。また、同時に、住民からの信頼に足る「健全な体質」の組織を形成・維持していくこと

も管理者の仕事に欠くことができない要件となっています。

　このような「攻めのマネジメント」と「守りのマネジメント」を組み合わせて、中長期的な観点で職場の生産性を向上させる

ことこそが、これからの時代の管理者に求められる役割です。

　この研修ではそのような役割を果たし、職場風土改革の牽引役となるリーダーになるための理論と思考・行動様式を体得し

ます。

研修のねらい
■ これからの時代の人事マネジメントの在り方とその背景を論理的に学びます。

■ コンプライアンスの観点も重視した「正しい労務管理」のポイントを学びます。

■ 事例学習、演習等を通じて職場での実践につなげられるようにします。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

午

　前

午

　後

１日コ ー ス

１． 環境の変化と管理者の役割

３． 残業時間の軽減への取組

(1) 自治体を取り巻く内外の環境の変化
(2) これからの人事・労務管理のあり方
(3) 管理者の役割

2． 人事・労務管理の本質
(1) 人事・労務管理の目的と全体像

・ 人事・労務管理の機能
・ 人事・労務管理の主要課題とポイント

(2) 働きやすい職場環境づくり
・ 部下のモチベーション管理
・ ハラスメントのない職場づくり

・ 心理的な安全性を高める職場作りとは 4． メンバーとの良好な関係づくり
(1) 信頼関係を構築する
(2) 面談の重要性とそのポイント
(3) パーソナルスタイルに応じたアプローチ法

5． まとめ
 　～ 自己の職場におけるアクションプラン作成 ～

・ 労働時間に対する現状の課題
・ 部下の残業時間の管理
・ 残業時間の削減に向けた改善策

課長 部長課長
補佐事例で学ぶ職場の労務管理

人事 ・ 労務管理研修

◇ 短時間の討議と発表の連続講義 ◇

◇ 短時間の討議と発表の連続講義 ◇

◇ 小演習 ◇

◇ 短時間の討議と発表の連続講義 ◇

◎ オリエンテーション
　 ～ 管理者としての悩み ～

部
下
育
成
能
力
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お問合せ・申込先 株式会社 行政マネジメント研究所   〒136-0082 東京都江東区新木場１丁目18番11号
TEL：03-5534-6941 　 FAX：03-5534-6942
E-mail：info@amri.co.jp   HP：http://www.amri.co.jp
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